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「バターン死の行進」研究ノート

2022年9月　バターン・コレヒドール防衛者の会記念の会（ADBC-MS）の報告」およびジャック・ブ

レイディの残した記録のリスト
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１．バターン死の行進サバイバーの家庭訪問と交流会の訪問

2022年9月20日から25日まで、バターン・コレヒドール防衛者記念の会が対面で行われた。昨年

はオンラインで行われた。今年はワシントン州シアトルで開催され、4日間の催しが行われた。珍

しかった点としては、民間人抑留者の経験談も語られたことであろう。会のイベントとしては、

2019年に「草の根交流旅行」（英語でreconciliation	 tripと呼ばれている）で日本を訪れた面々

の日本体験の報告会、任務途中で行方不明になった兵士の記録発表などがあった。なかでも「ダ

ディについて語ろう」というセッションでは、元捕虜たちの子女が、自分の父親について次々と

語っていくもので、妹たちが結婚してもうまくいかなかったのは、父親の捕虜経験の影響ではない

かと思うと述べるもの、父の気持ちを理解するために心理学を専攻したというもの、父が捕虜だか

らといって子供たちが幸せな結婚ができないということはないという意見、父に対する気持ちは無

関心と憎悪が2割、そして愛が2割―と言いかけたところで、涙で声が詰まった元捕虜の息子、食

べ物に固執したことを示した元捕虜の娘など、様々な父親に対する意見が出た。子供たちは父親が

PTSDの症状を示していたことをよく知っている。涙にくれた元捕虜の息子は長年の知り合いだった
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ので、会が終わった後に、私は彼のところに行って、「お父さんからのハグだよ」といってハグを

すると、彼は「憎しみは生きている時からあったんだ。だが。愛情は父が死んでから気が付いたん

だ」と大粒の涙をこぼしていた。

今年はもう、誰一人元捕虜は参加していなかった。多くの元捕虜が亡くなり、生き残っている者

も、遠距離をはるばる来るものはいない。未亡人は、最近亡くなったダン・クローリーの妻（ダ

ン・クローリーはオバマ大統領と一緒に来日することが予定されていた元捕虜）ケリーと、もうす

でにかなり前に亡くなった元捕虜の未亡人ジーンプルイットの二名だけであった。

関係者が次々に亡くなっているのは確かである。

２．日本訪問の旅の感想

日本を訪問する元捕虜や関係者の旅も、10回目を迎え、この次で終わるのではないかと言われて

いる。日本を訪問する旅は、日本に対する賠償の代わりに、徳留絹江氏やレスター・テニー氏の発

案で始まったものである。ファーストクラスの飛行機で旅をし、高級ホテルに泊まり、元捕虜ら

の捕虜時代の苦難の思い出を、温かい布団と快適な旅、フレンドリーな日本人たちのもてなしで、

ネガティブな記憶をポジティブな記憶に置換し、また、元捕虜が居た収容所跡を訪問したり学生や

一般市民と交流しようとするものだ。多くの元捕虜の子供たちが、「父親について新たな情報を得

た」ことで感動する。一昨年に来日したリックは、捕虜収容所の跡をたどる旅に行き、私も同行し

たが、父のことをより理解するよりも、日本人のことをより理解できるようになった、と述べてい

た。上位のものが下のものに命令を下し、下のものがより下に命令を下し、捕虜はその最下位にい

たのだということが理解できたといっていた。「一人か二人は親切なガード（看守・捕虜見張り

兵）もいたと、どの元捕虜も言っていた。ADBCの会にきて、他の元捕虜たちに会えたのは貴重な機

会だった」と彼は言う。

ADBC記念の会では朝にも毎日礼拝がささげられるが、会全体の礼拝は別にある。礼拝ではこの2

年のうちに亡くなった元捕虜メンバー51名の名前が読み上げられ、ユダヤ教とキリスト教の祈り

がささげられた。この際に、亡くなった兵士や退役軍人に贈られる米国の国旗が広げられ、また

折りたたまれるという儀式が行われる。英語の歌は「わが仲間戦友（My Buddy）」と「ゴッド・

ブレス・アメリカ」が斉唱される。また、「自由は無料ではない」という詩が（Freedom is not 

Free）が読み上げられる。

この儀式では、第二次大戦は「アメリカを守る愛」と、「自由を守るために戦った」ということ

が再確認される場であるといえる。無神論者の私のホスト、カレン・ブレイディ・スミスは、興味

がないといって、礼拝には参加しなかった。カレン・ブレイディ・スミスの父親はバターン「死の

行進」のサバイバーであり、バターンの道路の記念碑も建造している。以前、ホテルで部屋をシェ

アしたことがきっかけで知り合いになった。彼女はこのADBC-MSが開かれる際にシアトルのホテル
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の近くに住んでいることから、私にステイするよう招待してくれたのである。

金曜の夜のクアン・パーティは参加者はあまり多くなく、ダンスする人も少なかった。捕虜の娘

や息子たちもそれなりに老いてきていることを感じさせた。

最後の夜は晩餐会である。晩餐会では、カラーズ（国旗と軍旗）が運ばれることで始まり、そ

れの退場で終わる。毎年、その土地の軍に依頼するが、今年はJROTC、すなわち高校の（Junior 

Reserve Officers' Training Corps）予備役将校訓練課程の学生たちが捧げ銃と軍旗の掲揚を行っ

た。一人は母親がフィリピン人、もう一人は祖父がベトナム戦争時にアメリカに移住してきた人だ

という。ベトナム人の祖父が彼女の軍役をどういっているかと聞いたが、祖父はおそらく自分が

JROTCに入っていることも知らないのではないかと答えていた。ベトナム戦争でボート難民になっ

てきた人の孫ではないかと思われるのだが、詳細ははっきりしない。だが軍隊が、こういう移民の

社会内の階級のステップアップの手段になっているのは確かだった。第二次大戦のバターン・コレ

ヒドール記念の会の珍しいところは、フィリピン系の兵士が招かれることを除いては、皆が白人で

あるということだ。第二次大戦では黒人とは部隊も移送路も分けることがほとんどだったので、バ

ターン行進をさせられたのは白人兵士とフィリピン住民ばかりなのである。

３．オボン・ソサエティ（https://obonsociety.org/）

今年は晩餐会ではこれまでトルーマン大統領の孫や、フィリピン軍人慰霊の会などが招かれてき

たが、今年は珍しく、日本側との和解も考える「オボン・ソサエティ」が基調講演を行った。オボ

ン・ソサエティとは、日本の軍旗や遺品、日本兵士を見送る人々が武運長久を願って寄せ書きした

日本兵士の旗などを日本側の遺族に届ける働きをするNPOである。活動歴はこれで13年になるとい

う。アメリカ人と日本人の妻が始めた団体だが、こういう国際結婚は英国の恵子・ホームズ氏と同

様、戦争の傷を乗り越える活動にかかわることがある。基調講演ではオボン・ソサエティの代表

が、愛国心の強かった少年時代から、日本人の妻の出会いと「ファミリー」について語り、次に妻

の敬子氏とアメリカ人の女性スタッフがそれぞれ、自分の祖父が戦争で死んだ経験を語った。日本

人側は、ビルマ戦線のインパール作戦で死んだらしく、日本に届けられた遺骨箱には石ころひとつ

しか入っていなかったことが語られた。彼女は話している間に、泣き出し、しばし言葉を失った。

みなシンとなったが、インパール作戦は対英軍のものでもあり、こういう問題に涙を持ち込むのは

いかがなものかという思いを私は禁じえなかった。カレンは、「誰にも家族がある」という点をク

リアにしたのは良いことだと称賛していた。

晩餐会の私の隣にいる夫人は、父親がバターン行進を経験した人の娘で、父が、妹が生まれるま

で7年間悪夢に苦しんだことを語っていた。彼女たちは、父の弁当箱やパラシュートから作ったキ

ルト、新聞記事などを昼間に見せていた姉妹だった。
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2	「戦争トラウマ記憶のオーラルヒストリー　第二次大戦元捕虜とその家族」日本評論社　2022年

４．シアトル見学

晩餐会の前の日だが、土曜日はシアトルをみる時間が用意されていたので、私はスペースニード

ルがみえる公園とイタリアンフェスティバル、著名なパイク・プレイス・マーケットの様子を見学

させてもらった。マーケットは活発で、著名な魚を投げるパフォーマンスも見ることができた。と

ころどころ「マスクなしはお断り」の表示が出ていたが、家族連れが多く、アメリカがコロナの状

況の状況から元に戻り始めている様子をカレンは喜んでいた。家族連れの様子からも、白人の度合

いが高いことがわかった。以前、フルブライトスカラーで滞米したおりに、ヴァージニア州立大学

で講演を依頼されたときは、ヴァージニア州立大学生の黒人の割合の高さに驚いたものだが、シア

トルは、メインは白人の町であるように感じられた。シアトルが発祥の地であるスターバックス第

一号店には長い列ができていた。その他にも、シアトルという名前がインディアン部族の長からき

ていることや、インディアンがカジノや、ゴルフ場を経営していることなどもカレンから聞いた。

1885年に白人が入植してくるまでは、ここは先住民族の中心地のひとつだったわけだ。

５．オーラルヒストリー

この度のオーラルヒストリーの成果は、未亡人1名、その娘1名、捕虜の息子1名、ステイさせて

くれた元捕虜の娘1名とその弟妹に話を聞くことができたことだった。また、拙著2に出てくるミッ

クにも、さらに話を聞けた。リリース・フォームをあらかじめ用意し、サインしてもらうこともス

ムーズにいった。未亡人は、夫の悪夢が長く続いたことを語り、ある時ベッドで、いきなり夫が彼

女を押さえつけ、「少しでも動いたら殺すぞ」と半睡状態の中で語っていたことを述べていた。彼

の悪夢は長い間続いたという。来年「和解旅行」で日本にくる予定のユダヤ系の女性は、父親が日

本軍にabuseされたことについて「自分もとても怒っている」と述べていた。彼女の怒りは、日本

への「和解旅行」で溶けるのであろうか。日本に対する謝罪については、三菱マテリアルが岡本行

夫の先導の元で公式にお詫びをしたことが知られているが、他の企業はそれに追随してはいない。

カレンは、日本のお詫びを元捕虜の子供としては「父がもっと長く生きていて、きければよかった

のに」とは思うが自分自身としては「いいことだとは思うがさほど感銘は受けない」と述べてい

た。日本にきて、外務省からの代表がだれか、わびる言葉を発するのだと思うが、果たしてそれは

彼女の胸に響くのであろうか。

ADBC記念の会の会合が終わった最後の日曜日には、カレンとその妹・弟がレストランで落ち合

い、周りが騒がしいので近くの公園でオーラル・ヒストリーをするようにはからってくれた。公園

は日差しが強かったが、少年たちが野球の練習をしており、シアトルがイチローがいたとマリナー
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ズの本拠地であることを思い出させた。カレン姉妹と弟は父親とは親しい関係にあり、母とは疎遠

であったという。母親は長女が12歳の時に鬱病となり、よくなったり悪くなったりを繰り返しな

がら、比較的早くになくなった。そのあとは父親が子供たちに愛情を注いだという。母親が疎外さ

れていたのはなぜかという問いに、父親が元捕虜仲間と意気投合している間に、それをシェアでき

ない孤独を味わいながら一緒にいなければならないことが苦痛だったんだろうとカレンは言ってい

た。弟によると「私は元捕虜の捕虜だ」と母が言っていたという。これは拙著『戦争トラウマ記憶

のオーラルヒストリー　第二次大戦連合軍捕虜とその家族』にも出てくるキャサリン（仮名）が

「私たちはみな閉じ込められていた（We were all incarcerated）」という言葉に近い。長女であ

るカレンは、この言葉を聞いたことがなかったというが、母親は息子にはそのように嘆いていたよ

うである。

「家庭内捕虜」という表現は、英国で著名な捕虜エリック・ローマックスも用いた表現だが、妻

が家庭内捕虜であるという表現は、拙著の第三章の「妻・未亡人たちの物語」にもまとめた。妻が

ひどい鬱になるというのは、夫の影響だという考え方は、ジャック・カプランの妻、クローディア

にもあてはまったが、このカレンの三人の子供は、母の鬱が夫の影響だとは考えてはいなかったよ

うだった。だが、母親と父親がUCLAで出会い、結婚して子供が生まれ、子供が父親や母親の立場を

理解し始めるまでに、母親はかなりのストレスにさらされたのではないかと察せられる。彼女は鬱

になった状態から、家事は娘たち二人に任されたという。亡き父がためていた資料箱には、「捕虜

の妻の精神科医からの分析」という文書がしまいこまれていた。

子供たちは3人とも、父親に近く、特に母親が亡くなってから父が注いだ愛情にとても感謝して

いる。父親は、AXPOW（American Ex Prisoners of War）のワシントン州支部長であり、その活動

に力を注いだという。また、ADBCの活動にも熱心であったという。AXPOWに関しては、拙著第一章

を参照されたいが、第一次大戦、第二次大戦、ドイツ軍、ベトナム軍、朝鮮戦争などの捕虜になっ

た人々、すなわちあらゆる戦争で捕虜になった人々が形成する団体であり、互助組織である。民間

人抑留者もメンバーに入り、各地のチャプター（支部）での活動はまだ続いている。一年に一回、

幹事会が開かれている以外は、すでにほとんど無くなった組織だといってよい。だがまだ民間人抑

留者などは存命者が多いので、日本政府主催の「草の根交流」は民間人もいれた旅にするのがよい

と思われる。あるいは元捕虜の孫や娘たちなどに広げるのがよいであろう。

日本に関心を持ってくれている人々として、元捕虜関係者は第一級の人々である。彼らは日本の

ことを理解しようとする点で貴重なヒューマン・リソースだといってよい。元捕虜の孫や係累関係

者を日本に招くことには意義があるといってよいだろう。この旅が今後も継続することを願う。

６．ジャック・ブレイディの残した文書

カレンの家にはカレンの父が残した資料が多くあり、カレンは、資料を必要とする人々がいれ
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ば、渡したいという。そのため、この研究ノートに、父親が持っていた書類のリストを載せること

にする。研究上でこれが必要な人々は、それを利用してくれたらよいと思われる。

カレンの父親は、バターン行進を乗り切ったあと、大森収用所、品川病院、仙台第十分所で捕虜

として労働していたという。どのような写真でも資料でもよいから、父に関係する資料が欲しいと

カレンは述べる。

カレンの父 Jack Bladyが持っていた書類をアイテムごとに並べてみる。これらの資料が欲しいと

いう方は、nakaolabo70[a]gmail.com（[a]を@に変えること）に連絡されたい。

1.American Prisoners of War in World War I, World War II. Korean War, Vietnam

2.Communist Treatment of Prisoners of war: A Historical Survey

3.A Follow Up Study of World War II Prisoners of War

4.Follow Up Studies of World War II and Korean War Prisoners

　　I Study Plan and Mortality planning

　　II Mortality, Disability and Maladjustments

5.Study of Former Prisoners of War: A Study prepared by the Veterans' Association 

（Pursuant to Section 305 of Public Law 95-479）submitted to the Committee on Veterans' 

Affairs United States Senate （June 3 1980）

6.Veterans Administration Proceedings  Conference on Follow-up Care for Returning 

Prisoners of War March 12-14, 1985 San Diego, California

7.The US Med search Team （Hand written memo）

8.Residual Effects of Nutritional disease affecting the POW/FE

（Written in April 1950）

9.Statement on Depression in Prior Prisoners of War （Report to VA）

10.Microbiological Experiences in Japanese camps for Prisoners of War

11.Morbidity and Mortality in World War II and Korean Prisoners of War

12.American Ex-Prisoners of War （Letters on Former POW Entitles ）

13.Phillipine Expeditionary Force  Watari group Information Dept.Publicaion

14.Indictment: Indictment of the Armed Forces of Japan and Others, living of Dead who 

deliberately mistreated and tortured allied Prisoners of war and Internees entrusted to 

their custody During World War II （Library of Congress）Copyright Library of Congress 

1972 No/396626

15.General Headquarters Supreme Commander For the Allied Powers Legal Section 
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File No.014/13

Public Relations Informational Summary No.510

Subject: U.S. vs Junsaburo Toshino, Shunsuke Wada, Kautane Aihara, Shin Kajiyamam 

Suketoshi Tanque, Jiro Ueda, Hisao Yoshino

16.For the War Crime Office Civil Affairs Divisions, Wars, United States of America

In the matter of the mistreatment of American Prisoners of War as Stlag Luft #4November 

1944 to May 1045 

17.From the Journal of the Taiwan POW camp HQ in Taihoku

18.American Prisoners of War Inc. National Medical Research Committee

　　Edgar Gables’ Prison Camp Diary

19.Datebook ; American Died, Too, In the Hiroshima Blast.

20.The Diary of Leo R Leisse, POW 

21.Statement of Alfred P. Galloeay National Senior Vice Commander of American Ex 

prisoners of war. Inc.before Subcommittee on Hospitals and Health Care Oversight Hearing  

October 22.1983

22.American Defenders of Bataan and Corregidor Western States Chapter  April 7-11 1991

The Quan

23.Usaffe Induction 50th Anniversary 

24.Souvenir Program of DBC Annual Convention （Defenders of Bataan and Corregidor 1972

（マルコス大統領夫妻の写真入り）

25.19th Annual Bataan Corregidor Reunion , Fontana Village. Fontana Dam  August 23-26 

1982

26.BCSR Bataan Corregidor Survivors Reunions

27.Hong Kong Veterans' Association of Canada （Letters）

28.Newspaper cuttings: Don't Forget—but forgive

29.Program of American Ex Prisoners of War 50th Takoma Chapter

30.Program of 41st AXPOW National Convention September 26-29 1988 Las Vegas, Nevada.

31.American Ex Prisoners of war Inc. A Modern Tragedy

32.Booklet what is AXPW?

33.Statement of Jack E. Brady  National Junior Vice Committee of American Ex-Prisoners 

of War Before the House of Subcommittee on Hospitals and Health Care（November 22, 

1983）

34.Articles of Incorporation of American Ex-Prisoners of War.（AXPOWの憲章）
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Oct.11. 1949 

35.Congressional Record]

36.American Ex-Prisoners of War （news letter）

37.Panflet of 26th National Convention  July 24, 25, 26, 27, 28 1973

38.Memories 41st AXPOW National Convention September 26 1988 Las Vegas Nevada

39.Department of Veterans Affairs to Jack Brady （On Spine problem）

40.続き:Department of Veterans Affairs to Jack Brady （how much service related）

41.続き:同上（Sept 01 2000）
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